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組織目標評価報告書（平成２６年度）

部局名： グローバル人材育成院

目　標 目標の達成状況（成果）及び新たに生じた課題への取組
（部局での検証とそれに対する取組）

　①-1　目標
「④センター業務」に記載

　①-2　目標とする（重要視する）客観的指標

①教育領域

②研究領域
　②-1　目標

　②-2　目標とする（重要視する）客観的指標

　③-1　目標

　③-2　目標とする（重要視する）客観的指標

③社会貢献(診療を含む)領域

　④-1　目標 　前年度と同様に，入学式直後のオリエンテーションや各種説明会を開催してコース
生を募集した結果，平成２６年４月には，定員５０人に対して１０５人の履修申請者が
あった。そのうち５５人の履修を許可し，１０月には，国際バカロレア入試による秋季
入学生３人が加わり，平成２６年度の履修学生は５８人となり，定員を確保して着実に
コースの運営を行った。
平成２６年４月と12月に実施された全学統一TOEIC IPの２６年度入学生の結果を比
較したところ，コース履修学生は平均＋３９点と全学平均の－１．７点を大幅に上回る
スコアの伸びを見た。とりわけ海外サマースクール（語学研修の形態ではないものを
除く）に参加した学生は平均４６点の伸びを示し，このことは，前年度に引き続き，特
別コース専用の英語授業と海外サマースクールに一定の教育効果があることを示し
ている。

　平成27年度からの定員倍増への対応として，授業開講コマ数の増加や履修アドバ
イザーの増員を計画した。また，平成27年４月１日からグローバル人材育成院で新規
に教授１人と准教授１人を雇用して，定員１００人に対応できるように留学アドバイス
ザー体制も整えた。４月の募集時にコース履修生が定員に満たない場合は追加募集
を行い，１０月からのコース履修を可能として定員を充足するよう選考方法を改正して
体制を整えた。

　履修学生を含む一般学生の意識啓発の一環として，５月28日に，オーストラリア大
使ブルース・ミラー氏による講演会（「現在の日豪関係の展望～人的交流を中心に」）
を開催し，200人近い学生・教職員・市民が聴講した。10月15日に【等身大の自分と未
来を見つめて】と題して，夏季インターンおよび国際学生シンポジウムに参加した学生
の報告会を開催し，留学を考える学生への刺激とした。その他，11月19日に第一回
岡山大学英語スピーチコンテストを開催し，8名（全員非コース生）の学生たちが “The
best way to understand America is…”というテーマで英語のスピーチを行い，このコ
ンテストで最優秀賞の学生が，今年度岡山大学が初めて参加した駐大阪・神戸米国
総領事館主催「第3回A O-K Speech Contest 」（12月12日：京都外国語大学にて）に
本学代表としてスピーチを行い，3位に入賞する等，グローバル人材育成特別コース
を履修する学生以外の学生に対しても、「自己のグローバル化」に関する意識の啓発
を図った。

・グローバル人材育成特別コースの運営を着実に行う。

・平成27年度からグローバル人材育成特別コースの定員を倍増（50人→100人）す
る。

・グローバル人材育成特別コースを履修する学生以外の学生に対し、「自己のグ
ローバル化」に関する意識の啓発を図る。

　④-2　目標とする（重要視する）客観的指標
グローバル人材育成特別コースの定員と現員
グローバル人材育成特別コースの学部等別履修申請者数
グローバル人材育成特別コースのカリキュラム表、シラバス、履修案内
グローバル人材育成特別コースの開設科目別履修登録者数
グローバル人材育成特別コースのサマープログラムと海外留学・インターンシップ
の整備状況
グローバル人材育成特別コースのグローバル・コア２（各学部開講科目）の整備状
況
グローバル人材育成特別コースにおけるICT活用状況
グローバル人材育成特別コース履修者に対するアンケート
グローバル人材育成特別コース履修者のTOEIC-IP点数
グローバル人材育成特別コース履修者の単位修得状況

④センター業務

【総括記述欄】

　文系学生が順調に留学しているのに対し，理系学生は学部の専門教育の都合上，学部生の時に留学・インターンシップに行くことが困難であるため，コース修
了要件の留学（インターンシップ）期間の変更により，夏季休業中や，春季休業中に留学ができるように制度を変更した。また，学生の海外インターンシップ参加の
一助とすることを目的として，平成２７年度版のインターンシップの手引きを作成した。平成２７年度ではこれらの試みの検証を行い，理系学部の学生の留学・イン
ターンシップ参加者増加を促進させたい。
　履修アドバイザーからコース第２期生の「自己のグローバル化」に関する意識が低いとの指摘があり，次年度はコース生の「自己のグローバル化」に関する意識
の啓発に重点を置き，履修アドバイザーの増員とグローバル人材育成院専任教員の配置による留学アドバイザー制を強化し，留学に必要なTOEFL iBT,IELTSの
試験に対応した新設授業科目の開発や，履修科目の選択肢を増やす等カリキュラムの充実を検討し，コース生の意識の啓発を図りたい。


